
１

日

目

は

山

桃

忌

と

記

念

講

演

、

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

、

夕

食

交

流

会

な

ど

を

実

施

し

、

全

国

に

向

け

、

「

柳

田

國

男

の

生

誕

地

 

福

崎

町

」

を

発

信

し

ま

す

。 

２

日

目

は

、

主

に

住

民

向

け

に

辻

川

界

隈

散

策

と

人

情

喜

劇

「

柳

田

國

男

と

河

童

」

（

仮

称

）

を

行

い

ま

す

。

 

ま

た

、

毎

年

、

春

に

実

施

し

て

い

ま

し

た

、
「

民

俗

○○○○
辻辻辻辻

広

場

ま

つ

り

」

も

こ

の

記

念

祭

に

あ

わ

せ

て

実

施

い

た

し

ま

す

。 

詳

細

が

決

ま

り

次

第

、

チ

ラ

シ

を

作

成

し

、

お

伝

え

い

た

し

ま

す

。 

 

2011 年（平成２３年） ４月１日 号外                福崎町立柳田國男・松岡家記念館発行 
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神崎郡福崎町西田原 1038
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電話：0790-22-1000 

 

現

在

展

示

し

て

い

ま

す

、

「

か

っ

ぱ

の

ミ

イ

ラ

」

は

昭

和

48
年

３

月

１７

日

夜

、

島

根

県

沖

島

沖

で

操

業

中

の

カ

ニ

漁

船

が

、

海

底

２

０

０

メ

ー

ト

ル

周

辺

か

ら

底

曳

き

網

で

引

き

揚

げ

、

漁

師

が

持

ち

帰

っ

た

も

の

で

、

当

時

新

聞

紙

上

で

も

話

題

に

な

り

ま

し

た

。 

是

非

、

ご

覧

く

だ

さ

い

。 

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

・・・・

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

    

入

館

料

入

館

料

入

館

料

入

館

料    

☆☆☆☆

無無無無

    
料料料料

☆☆☆☆    
    

気

軽

気

軽

気

軽

気

軽

に

お

に

お

に

お

に

お

立立立立

ちちちち

寄寄寄寄

り

く

だ

さ

い

り

く

だ

さ

い

り

く

だ

さ

い

り

く

だ

さ

い

。。。。    

    

本

物

本

物

本

物

本

物

のののの

河

童

河

童

河

童

河

童

    

？？？？

 

かっぱのかっぱのかっぱのかっぱのミイラミイラミイラミイラ（（（（明石市立文化博物館所蔵明石市立文化博物館所蔵明石市立文化博物館所蔵明石市立文化博物館所蔵））））    

号号号号    外外外外    

さ

て

今

回

は

明

石

市

に

お

ら

れ

た

故

田

中

庸

介

氏

の

「

か

っ

ぱ

の

ミ

イ

ラ

」

な

ど

の

、

カ

ッ

パ

コ

レ

ク

シ

ョ

ン

を

明

石

市

の

明

石

市

立

文

化

博

物

館

よ

 

水

木

水

木

水

木

水

木

し

げ

る

し

げ

る

し

げ

る

し

げ

る

「「「「

河

童

河

童

河

童

河

童

のののの

三

平

三

平

三

平

三

平

」」」」 

り

借

用

し

、 

展

示

を

し 

て

い

ま

す

。 
る

こ

と

で

住

民

の

方

々

に

、

よ

り

身

近

で

親

し

み

の

あ

る

施

設

に

な

れ

ば

と

い

う

思

い

が

あ

り

ま

す

。 

是

非

と

も

皆

様

の

お

越

し

を

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

 

町

立

柳

田

國

男

・

松

岡

家

記

念

館

 

福

崎

町

で

は(

財)

柳

田

國

男

・

松

岡

家

顕

彰

会

の

設

置

趣

旨

を

引

き

継

ぎ

、

今

後

も

柳

田

國

男

や

そ

の

ご

兄

弟

の

顕

彰

を

進

め

て

ま

い

り

ま

す

。 
記

念

館

で

は

、

毎

年

、

８

月

上

旬

に

國

男

と

そ

の

兄

、

井

上

通

泰

を

偲

び

山

桃

忌

と

銘

打

っ

て

２

人

の

し

の

ぶ

会

を

実

施

し

て

い

ま

し

た

。 今

年

、

柳

田

國

男

は

５０

回

忌

を

迎

え

ま

す

。 

ま

た

、

福

崎

町

も

町

制

施

行

５５

周

年

を

迎

え

ま

す

。 

そ

れ

を

記

念

し

て

８

月

６

日

・

７

日

に

『

柳

田

國

男

５０

年

祭

・

第

３２

回

山

桃

忌

』

 

を

計

画

い

た

し

ま

し

た

。 

 

平

成

２３

年

４

月

１

日

か

ら(

財)

柳

田

國

男

・

松

岡

家

顕

彰

会

記

念

館

の

運

営

を

福

崎

町

が

引

継

ぎ

運

営

し

て

い

ま

す

。 

３

月

の

町

議

会

で

、

こ

の

記

念

館

の

設

置

及

び

管

理

に

関

す

る

条

例

が

提

案

さ

れ

可

決

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。

そ

の

結

果

、

館

の

名

前

は

『

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

福

崎

町

立

柳

田

國

男

・・・・

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

松

岡

家

記

念

館

』

と

な

り

ま

し

た

。 

ま

た

、

通

常

の

入

館

料

も

当

分

の

間

、

無

料

と

な

り

ま

す

。

そ

こ

に

は

、

町

営

に

な 

昨

年

の

辻

広

場

ま

つ

り

の

様

子 

福崎町のカッパ！？ 

フクちゃん・サキちゃん 

記

念

館

で

は

只

今

、

企

画

展

「

カ

ッ

パ

展

」

を

開

催

し

て

い

ま

す

。 

柳

田

國

男

の

「

河

童

駒

引

」

（

『

山

島

民

譚

集

』

）

と

い

う

河

童

に

関

す

る

民

話

を

集

め

た

論

考

が

あ

り

ま

す

。 福

崎

に

も

カ

ッ

パ

に

関

す

る

お

話

が

あ

り

、

市

川

の

川

べ

り

に

「

駒

ヶ

岩

」

が

あ

り

、

こ

の

あ

た

り

は

水

の

流

れ

が

速

く

、

水

深

も

深

い

こ

と

も

あ

っ

て

大

変

危

険

な

場

所

で

す

。

こ

の

こ

と

か

ら

「

子

ど

も

が

市

川

の

「

駒

ヶ

岩

」

で

水

遊

び

を

し

て

い

る

と

カ

ッ

パ

に

お

尻

を

抜

か

れ

る

」

と

い

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

そ

う

で

す

。 

 

☆

 

好

評

開

催

中

好

評

開

催

中

好

評

開

催

中

好

評

開

催

中

    

    

記念講演 

☆山折哲雄氏 

５５５５

月月月月

５５５５

日日日日

（（（（

祝祝祝祝

・・・・

木木木木

））））

ま

で

ま

で

ま

で

ま

で    


